
令
和
八
年
度
学
力
検
査
問
題

国

語

�
（
教
育
学
部
・
医
学
部
看
護
学
科
）前
期
日
程

（
問
題
紙

一
〜
十
二
ペ
ー
ジ

別
紙
解
答
用
紙
枚
数

二
枚
）

解
答
時
間

一
〇
〇
分

注

意

事

項

一
、
試
験
開
始
の
合
図
が
あ
る
ま
で
、
こ
の
問
題
冊
子
の
中
を
見
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

二
、
本
冊
子
の
ペ
ー
ジ
数
は
右
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
落
丁
、
乱
丁
、
印
刷
不
鮮
明
の
箇
所
な
ど
が
あ
る
場
合
は
申

し
出
る
こ
と
。

三
、
解
答
は
す
べ
て
別
紙
解
答
用
紙
の
そ
れ
ぞ
れ
の
解
答
欄
に
記
入
す
る
こ
と
。

四
、
解
答
用
紙
の
指
定
さ
れ
た
欄（
四
箇
所
）に
、
忘
れ
ず
に
本
学
の
受
験
番
号
を
記
入
す
る
こ
と
。

五
、
試
験
場
内
で
配
付
さ
れ
た
問
題
冊
子
は
試
験
終
了
後
持
ち
帰
る
こ
と
。

◇Ｍ２（４７３ ２４）
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令和８年度 三重大学個別学力検査 

問 題 訂 正 
［ 教育学部・医学部看護学科 前期日程 国語② ］ 

 

 

（正） （誤） 

 

三 
 

１１
ペ
ー
ジ 

本
文 
１
行
目 

…
…

恒つ

ね 

於 
…

…
 

…
…

恒つ

ね 

於 
…

…
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（正） （誤） 

 

一 

３
ペ
ー
ジ 

本
文 

１０
行
目 

…
…

す
る
と
何
が
起
こ
る
か
。 

…
…

す
る
と
何
か
起
こ
る
か
。 

 

ニ 

ヒ
テ 

ニ 

イ
テ 二 二 



一

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。（
＊
は
本
文
の
後
に
注
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。）
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（
大
岡
玲『
日
本
語
は
ひ
と
り
で
は
生
き
て
い
け
な
い
』よ
り
。
出
題
に
際
し
原
文
の
一
部
を
省
略
し
、
表
記
等
を
改
め
た
。）

〔
注
〕
＊
逍
遥＝

坪
内
逍
遥（
一
八
五
九
―
一
九
三
五
）。
逍
遙
と
も
書
く
。

◇Ｍ２（４７３ ２７）― ３ ―

nyushi114
画像



か
い
し
ょ

問
一

ａ

〜

ｅ

の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
改
め
、
楷
書
で
丁
寧
に
書
き
な
さ
い
。

問
二

Ａ

〜

Ｃ

に
当
て
は
ま
る
最
も
適
切
な
語
句
を
、
次
の
選
択
肢
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
記
号
を
記
し
な

さ
い
。

き
ん

り
ん

ぎ
ん

り
ん

げ
き

り
ん

て
ん

り
ん

へ
ん

り
ん

Ａ

ア

金

鱗

イ

銀

鱗

ウ

逆

鱗

エ

恬

鱗

オ

片

鱗

あ

び
き
ょ
う
か
ん

Ｂ

ア

阿
鼻
叫
喚

イ

驚
天
動
地

ウ

義
理
人
情

エ

質
実
剛
健

オ

針
小
棒
大

Ｃ

ア

強

要

イ

示

唆

ウ

否

定

エ

矛

盾

オ

予

言

問
三

傍
線
部

に「
人
間
と
い
ふ
動
物
に
は
、
外
に
現
る
る
外
部
の
行
為
と
、
内
に
蔵
れ
た
る
思
想
と
、
二
条
の
現
象
あ
る
べ
き
筈
な
り
」と
あ
る

が
、
逍
遥
が
当
時
の
小
説
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
に
指
摘
し
た
の
は
な
ぜ
か
。
八
〇
字
以
内
で
述
べ
な
さ
い
。

問
四

傍
線
部

に「
生
活
上
の
さ
ま
ざ
ま
な「
困
り
」は
あ
っ
て
も「
悩
み
」は
あ
ま
り
な
か
っ
た
」と
あ
る
が
、
こ
の
文
章
を
ふ
ま
え
て「
困
り
」と

「
悩
み
」の
違
い
を
六
〇
字
以
内
で
述
べ
な
さ
い
。

問
五

右
の
文
章
の
後
、
筆
者
は
逍
遥
の
文
体
に
関
し
て
述
べ
た
上
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
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（
一
）

Ｘ

に
当
て
は
ま
る
作
品
名
を
漢
字
二
字
で
書
き
な
さ
い
。

（
二
）

Ｙ

に
当
て
は
ま
る
最
も
適
切
な
語
句
を
、
次
の
選
択
肢
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
記
号
を
記
し
な
さ
い
。

ア

声
を
出
し
て
語
る
と
調
子
が
い
い

イ

心
情
を
中
心
に
読
む
と
わ
か
り
や
す
い

ウ

場
面
を
思
い
描
く
と
感
慨
深
い

エ

比
喩
を
分
析
す
る
と
お
も
し
ろ
い

オ

虫
の
動
き
を
想
像
す
る
と
楽
し
い

（
三
）
傍
線
部

に「
主
題
は
、
も
ち
ろ
ん「
悩
み
」で
あ
る
」と
あ
る
が
、
そ
の「
悩
み
」の
�
内
容
と
�
表
現
の
変
化
を
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的

に
述
べ
な
さ
い
。

問
六

国
語
科
の
授
業
で
読
ん
だ
物
語
・
小
説
を
一
つ
取
り
上
げ
て
、
作
品
で
描
か
れ
て
い
る
人
物
の
内
面
と
、
そ
の
表
現
の
魅
力
を
理
由
と
と
も

に
二
〇
〇
〜
二
五
〇
字
で
述
べ
な
さ
い
。

◇Ｍ２（４７３ ３２）― ８ ―



ぬ
ぼ
く

さ
ら

二

次
の
文
章
は
、
松
尾
芭
蕉
が
弟
子
の
越
人
と
奴
僕（
下
男
）、
道
心
の
坊（
途
中
で
出
会
っ
た
六
十
歳
ほ
ど
の
僧
）と
一
緒
に
、
木
曽
路
を
通
っ
て
更

し
な科
の
里（
現
在
の
長
野
県
北
部
）へ
旅
を
し
た
と
き
の
様
子
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。（
＊
は
本

文
の
後
に
注
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。
な
お
、
出
題
に
際
し
、
表
記
等
を
変
え
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。）

（
松
尾
芭
蕉『
更
科
紀
行
』よ
り
）

◇Ｍ２（４７３ ３３）― ９ ―
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〔
注
〕
＊
桟
・
寝
覚
・
猿
が
ば
ば
・
た
ち
峠＝

木
曽
路
の
途
中
に
あ
る
難
所
。

＊
あ
は
の
鳴
戸
は
波
風
も
な
か
り
け
り＝

「
あ
は
の
鳴
戸
」は
渦
潮
で
有
名
な
鳴
門
海
峡
の
こ
と
で
、
兼
好
法
師
作
と
伝
え
ら
れ
る「
世
の
中

あ

わ

を
渡
り
く
ら
べ
て
今
ぞ
知
る
阿
波
の
鳴
戸
は
波
風
も
な
し
」を
ふ
ま
え
て
い
る
。

＊
草
の
枕＝

旅
先
で
の
仮
の
宿
。

＊
矢
立＝

帯
に
差
し
込
む
な
ど
し
て
携
行
し
た
筆
記
具
。

＊
引
板
の
音＝

鳥
や
鹿
を
追
い
払
う
た
め
の
道
具
の
音
。

＊
あ
る
じ＝
ご
ち
そ
う
す
る
こ
と
。

＊
碧
碗
玉
巵＝
宝
石
な
ど
で
で
き
た
お
わ
ん
や
杯
。

問
一

二
重
波
線
部「
な
り
」と
文
法
的
に
同
じ
も
の
を
、
波
線
部

〜

の
中
か
ら
す
べ
て
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

問
二

二
重
傍
線
部
ａ「
見
あ
げ
」・
ｂ「
は
な
し
つ
づ
く
る
」・
ｃ「
興
に
入
り
」に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
動
作
主
体（
主
語
）を
、
記
号
で
答
え
な
さ

い
。
な
お
、
同
じ
記
号
を
二
度
用
い
て
も
よ
い
。

ア

越

人

イ

道
心
の
坊

ウ

奴

僕

エ

芭

蕉

オ

仏

カ

宿
の
者

問
三

傍
線
部
Ａ「
仏
の
御
心
に
衆
生
の
う
き
世
を
見
給
ふ
も
、
か
か
る
事
に
や
」を
、「
か
か
る
事
」の
指
す
内
容
が
具
体
的
に
わ
か
る
よ
う
に
現
代

語
訳
し
な
さ
い
。

問
四

傍
線
部
Ｂ「
何
を
言
ひ
出
づ
る
事
も
せ
ず
」と
あ
る
が
、
芭
蕉
が
句
を
作
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
五
〇
字
以
内
で
説
明
し
な

さ
い
。

問
五

に
入
る
語
句
を
本
文
中
か
ら
抜
き
出
し
な
さ
い
。

◇Ｍ２（４７３ ３４）― １０ ―



三

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。（
＊
は
本
文
の
後
に
注
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。
ま
た
、
設
問
の
都
合
で
、
本
文
の
一
部
を
省

略
し
、
返
り
点
・
送
り
仮
名
を
省
い
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。）

（
呉
兢『
貞
観
政
要
』よ
り
）

◇Ｍ２（４７３ ３５）― １１ ―
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〔
注
〕
＊
太
宗＝

唐
の
第
二
代
皇
帝
李
世
民
。

＊
養
飼＝

飼
う

＊
斉
景
公＝

中
国
春
秋
時
代
の
斉
の
君
主
。

＊
晏
子＝

斉
の
政
治
家
。

問
一

二
重
傍
線
部
ａ
・
ｂ
の
読
み
を
、
送
り
仮
名
も
含
め
て
答
え
な
さ
い
。（
現
代
仮
名
遣
い
で
よ
い
。）

問
二

傍
線
部

を
、
す
べ
て
平
仮
名
で
書
き
下
し
な
さ
い
。

問
三

傍
線
部

を
、「
之
」の
内
容
を
補
い
つ
つ
、
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。

問
四

後
に
太
宗
は
、
臣
下
に
皇
后
は
極
め
て
有
益
な
人
物
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
理
由
を
、
二
五
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。

◇Ｍ２（４７３ ３６）― １２ ―




